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Main purpose of our work is to reveal the technical methods and materials of TAMURA 
Mitsuyoshi （1948-2008） from the perspective of preservation and restoration using scientific 
methods, and results from survey and research for TAMURA’s < Pegasus> owned by University 
Arts Museum, Aichi University of the Arts.
This article will clarify the state of the work, the materials used, and the technique based 
on non-destructive investigations such as high-definition photography, multispectral imaging 
photography, portable X-ray Fluorescence Analysis, and digital microscope observation. In the 
future, we intend to archive the condition of the objects and findings obtained by the technical 













　1969 年（20 歳）に愛知県立芸術大学 油画専攻に入学し、本格的に絵画を学んだ。大学院は鬼頭



































































では Niton XL3t-950S を使用した。
田村光義の絵画技法 — 愛知県立芸術大学芸術資料館所蔵《ペガサス》の自然科学的調査 — 
95
図１. 田村光義 作　《ペガサス》（1978 ／ 80 年） 445 × 504mm
【作品概要】
　本作の現状形態は額装であり、額の枠は茶褐色の塗料を視野に入る面に塗布した木製で、作品表





























































































































における計測の結果 0.09mm であり、極めて薄くボード上に伸ばされていた（図 14）。絵具もまた
同様に、極薄塗で下塗りの上に重ねられていた。
図６. デジタルマイクロスコープ観察箇所
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図 13． 観察箇所 7 －ペガサス臀部 図 14． 観察箇所 8 －側面の撮影
図 11． 観察箇所 5 －黴 図 12． 観察箇所 6 －ペガサス前足部分
図９． 観察箇所 3 －透層 図 10． 観察箇所 4 －羽の紫外線蛍光反応部分








































図 15.　蛍光 X 線測定箇所
測定箇所 検出元素 主な推定顔料名
（1） 地塗り：灰色（表面） Ti,Ca チタニウムホワイト、白亜
（2） 下塗り：赤褐色 Fe 土性系赤色顔料
（3） 背景：緑 Cr,Zn ビリジアン、ジンクホワイト
（4） 背景：白 Zn,Cr ジンクホワイト、ビリジアン
（5） 翼：白 Ti,Zn チタニウムホワイト、ジンクホワイト
（6） ハッチング：黄味白 Zn,Ti,Ba ジンクホワイト、チタニウムホワイト
（7） ハッチング：白 Zn,	Ba ジンクホワイト
（8） 影：黒 Ba,Zn カーボンブラック
（9） 馬：褐色 Fe,Cr イエローオーカー､ ビリジアン
（10） 馬：緑褐色 Fe,Cr イエローオーカー､ ビリジアン
（11） 地面：赤褐色 Fe 土性系赤色顔料
（12） 線：黒 Fe,Zn カーボンブラック
表 2　蛍光 X 線測定箇所と検出元素、推定顔料
































































佐藤一郎『絵画技術入門 ( 新技法シリーズ )』（美術出版社　1988 年）
クロード・ロラン著、黒江光彦 監修、黒江信子、大原秀之 共訳『絵画学入門』（美術出版社　1992 年）
岡田修二編『Mitsuyoshi Tamura selected Works 田村光義作品集』（発行：田村淳子　2009 年）
花澤洋太「東京学芸大学紀要　着色紙における素描表現の多様性についての考察」（東京学芸大学学術情報委員会　2016 年）
田村光義の絵画技法 — 愛知県立芸術大学芸術資料館所蔵《ペガサス》の自然科学的調査 — 
103
